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第４期花見川区地域福祉計画策定から１年が

経過。これまでの進捗状況と今年度の推進計画

について、地域ごとに報告を行いました。 

 地域はますます高齢化が進み、地域福祉活動

の担い手不足が深刻化しているという意見が多

く聞かれました。 

 

 

 

 

（於：花見川保健福祉センター３階大会議室） 

 その後、「花見川糖尿病ゼロプロジェクト 「健康なまち花見川」を目指して」をテーマに、

花見川区健康課より、取組状況について報告がありました。 

 

 

 

花見川区支えあいのまち推進協議会では、引き続き地域で行われている福祉活動の情報を募集 

しています。         お問い合わせ・情報提供は高齢障害支援課 043-275-6425 まで 

花見川区支えあいのまち推進協議会とは 

 計画の推進を目的に、地域団体・社会事業者等からの選任委員及び公募の委員で組織され

ている合議体です。区地域福祉計画に関する情報の｢プラットフォーム（情報の収集、発信、

交換の場）｣として機能しています。 

 情報交換を通じて、計画に基づく取組の成果を共有しながら、課題やその解決策、また、

把握や今後の取り組みについて意見交換するほか、地域福祉活動事例の発表や広報紙の発行

を行っています。 

 会議を傍聴することもできますので、お気軽に下記までお問い合わせください。 

  



 

 

 

 幕張６丁目、武石１・２丁目の住民で構成されている「幕張・武石地区部会」では、第４期計画において

「支え合い、助け合いのできる地域社会づくり」を基本方針とした「要支援者への支援体制の構築」を目指

しています。 

令和元年度の活動として、自治会役員や地域住民を対象に｢認知症の方への声掛け体験｣を開催しました。 

地区部会ではすでに、「認知症サポーター養成講座」を複数回開催しており、そのステップアップとして

の取り組みとなりました。 

開催にあたっては、地元の「あんしんケアセンター幕張」を講師に招くとともに、地域内に拠点を構えて

いる介護事業所の方にも参加していただきました。専門職のアドバイスを聞きながら、地域ぐるみの支援 

体制の充実に繋がるよい機会となりました。 

 

 

 

 

 

あんしんケアセンター幕張の山口センター長から認知症の方への具体

的な対応方法について教えていただくとともに、私たちが徘徊高齢者を

発見した際、QRコードを利用して、安否状況を家族に知らせることがで

きるサービス（『どこシル伝言板』）の利用方法について説明を受けまし

た。その後、参加者はグループごとに自治会館を出発。簡単な地図と目

印を頼りに、徘徊高齢者を捜索することに…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区計画の中で各地区部会エリアが特に力を入れて推進している「具体的な取り組み」につ

いて紹介します。 

認知症の方への声掛け体験 ～幕張・武石地区部会エリア～ 

認知症患者やその家族を支援するため認知症サポーター養成講座・認知症サポーターステップ

アップ講座などへ参加します。 

具体的な取り組み 

発見はしたものの、はじめは戸惑うばか

り。でも、勇気を出して声掛けに挑戦！

相手の言葉に耳を傾けながらゆっくり対

応することにより、徐々に安心してもら

うことができました。 

体験終了後、グループごとに介護事業所の方を交えて意見交換会を行い

ました。「徘徊高齢者を心配する家族の気持ちがわかった。」「困ってい

るかどうか様子をみて声を掛けることは大変。まずはご近所の声掛けか

らはじめたい。」などの意見が出て、学びの多い一日となりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


